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1 。はじめに

　NPO 法人あ い ん し ゅ たい ん は、京都を中心 に し

た日本物理学会会員 （坂東昌子理事長 ・元日本物

理学会会長他）が集ま り、科学普及活動、科学教

育 へ の 貢献、博士 号を取得 した若手 （い わゆるボ

ス ドク）や定年後 の 研究者の 人材を活用する とい

う目標を掲げて、設立 された。

　昨年の 3月末に退職 した私は、NPO 法人あい

ん し ょたい ん で雇用 され、法人ス タ ッ フ と京都大

学理 学部 と共催す る 小学生 向き の 実験教室を立

ち上げた。理科実験教室の 目的、内容、京都大学

高等教育推進開発 セ ン タ
ーとの 共同開発 に つ い

て 、実践し て い る こ とを報告する 。

2 ．親子理科実験教室の 目的

　　実践の 場 として、子供たちに科学の 面 白さを

伝え 、 もっ と先 の こ とを学んでみたい と思 うよ う

な取 り組 みを、大学を巻き込 ん で 理科実験教室 を

行 うこ とにな っ た。2010年 5 月か ら始ま っ た親子

理科実験教室（京大理学部 と共催）も好評で、その

存在感を増 して きて い る。理数離れ現象で 、技術

立 国で あっ た 日本の将来 が危ぶまれ、PISAの 国際

学カテ ス トで も、「考える力」の 欠如が指摘 され、

日本 の 将来を憂 うる動きがおおきくな り、今年度

か ら初等教育に お ける理数教育が重 視され る よ

うになっ た。こ の機会に、小 中高校と大学、さら

にボ ス ドクや定年研究者 の ネ ッ トワー
クを強め

る要として 役割を果 た し て い る。こ の 実験教室 に

かか わるすべ て の ス タ ッ フ の 英知 を終結 した実

験教室を行 う。

3。実験教室 の 内容と成果

　今年度企画 した の は、吉川研
一

理学研究科長 ・

中家剛教授 （実務担当）の力添えを得て、NPO

法人 SE ネ ッ トの協力の 下、京都大学理学部 と共

催、前期 5 回 シ リ
ーズ 、夏休み集中 コ

ー
ス 3 回 シ

リ
ーズ 、そ して秋には 3 回 シ リーズ で 開催する

「親子理科実験教室」 で ある。今回 の 教材は、現

場の 子 ども、先生 も苦慮 して い る電磁気の教材を

シ リーズで 行っ た。こ の教室 を通 じて これ を支え

て くれ た理学部の 大学院生 をは じめ とす る沢 山

の 若 い 人たち、ならびに子 どもたちばか りで なく

両親 との交流の機会を得る こ とが で きた 。

　単に、子供たち へ の 科学普及だけでな く、 さま

ざまな教訓が得られ た 。
こ うした教訓 を、こ れか

らの 科学教育に生か して、さらに発展 させ るため

に、理科実験教室の 実際の 姿を動画を活用 して 紹

介 し、小学校の 先生方が、理科の 実験を自らやっ

て 楽し ん で 頂 けるよ う教材づ く りを行 っ て い る。

そ して、大学の若手研究者や教員志望の学生 と定

年後の 教員の協働を進めるネ ッ トワ
ー

クがで き

つ っ あ る。こ の 実験教室の 録画 を行い 、こ れ に解

説を加 えた小学校 の 先生用 の 理科教材を作成中

で 、現在小学校で最 も分か りに くい とい われる電

磁気 の 教材を豊富な説明 と授業現場の録画を交

え て紹介す る シ リ
ーズ が 出来上が る予定で ある。

4 ．おわ りに

　今回の親 f理科実験教室実施によ り、科学教材

づ くりと科学教育の 実践 とを結び っ けた活動を、

幅広 く手掛け、か なりの 蓄積が で きた。特 に理数

教育 の 充実 の ため の 必要なサポー
トが見 えて き

た。実践 しなが ら完成 した教材を電子教材 として

定着 させ 、 普及する こ とが 2011 年の 課題で あ る。

iPaD に象徴 される IT をフ ル に活用 した科学教

育の 普及は、国際的に も広が りつ つ ある。今後、

IT をフ ル に利用 して 全 国ネ ッ トワー
ク へ と広

が る教材デー
タベ ー

ス や経験知 の 集約で そ の 独

倉「牲 を発揮で きる と考える。理科好きの 子 どもの

育成 と親子 さん の科学 へ の 興味 ・関心 を促すこ と、

また、現場の 先生方に役立 っ 教材 ・実験方法 ・授

業構成等の 役 にた て る よ うに 日々 の 実践を蓄積

した い
。
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